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テキストボックス
（注）潮受堤防については、今回設定した最大規模の高潮において、越流は生じず、また、「滑動」・「転倒」に対する安定性が確認されておりますが、「手引き」に基づき、最悪の被害として、決壊するものとしております。
なお、このときの調整池の水位は外潮位と同じ高さとして扱っております。



